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介護保険特別会計補正予算(第２号)【案】

国民健康保険特別会計補正予算(第２号)【案】



みよし市
MIYOSHI CITY

一般会計 歳入歳出補正予算 14億7,202万4千円
（単位：千円）

既決予算額 補正予算額 合  計 （ 参 考 ）
Ａ Ｂ Ａ+Ｂ 当初予算額

26,173,901 1,472,024 27,645,925 25,532,000

特別会計 8,046,487 164,459 8,210,946 8,049,116

4,399,604 95,599 4,495,203 4,400,473

　介護保険特別会計 2,881,057 68,860 2,949,917 2,882,817

・保険事業勘定 2,819,774 68,860 2,888,634 2,820,849

・介護サービス事業勘定 61,283 ― 61,283 61,968

　後期高齢者医療特別会計 765,826 ― 765,826 765,826

34,220,388 1,636,483 35,856,871 33,581,116

一般会計

　国民健康保険特別会計

計

項 目

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○一般会計補正予算（第５号）
　　補正予算額　　　１４億７，２０２万４千円
　　補正後予算額　２７６億４，５９２万５千円

○国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　　補正予算額　　　９，５５９万９千円
　　補正後予算額　４４億９，５２０万３千円

○介護保険特別会計補正予算（第２号）
　　補正予算額　　　６，８８６万円
　　補正後予算額　２９億４，９９１万７千円



➡ 市独自の手当でコロナ禍の子育て世帯を支援

事業名 児童特別給付金支給事業
補正額 3,409万4千円

（予算）小事業名 児童手当支給事務

担当課 子育て支援課

【児童特別給付金の概要】

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.16）

・児童手当法の一部改正により児童手当（特例給付含む）の支給
対象外となった受給者に対し、市独自の給付金を支給

※児童手当法の一部改正（令和4年6月1日施行）
特例給付の対象者のうちその所得の額が一定の額以上の者を支給対象外

とすることとする（令和4年10月支給分から適用）

給付額 児童1人当たり4万円（5,000円×8か月（R4.6月～R5.1月））

支給
対象者

①令和4年度の児童手当現況審査において児童手当(特例
給付)の対象外となった者

②①同様の対象外となった公務員
対象児童 中学校卒業まで(15歳の誕生日後の最初の3月31日まで)の児童

令和4年6月1日に時点
でみよし市に住民登録
がある者

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○児童特別給付金
【給付額】
児童1人当たり４万円
（5,000円×8か月分（Ｒ4.6月～Ｒ5.1月分）＝4万円）

【支給対象者】
①Ｒ4.6.1時点で、みよし市に住民登録があり、かつ、本年度の児童手当現況審査において児童手当（特例給付）の支給対象外となった者
②Ｒ4.6.1時点で、みよし市に住民登録があり、かつ、本年度の児童手当現況審査において児童手当（特例給付）の支給対象外となり、所属庁から手当等を受けていない公務員

【対象児童】
中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の3月31日まで）の児童

【スケジュール】
10月中旬　通知文発送（申請不要の方へのお知らせ）
10月末　　 給付金支給（申請不要の方の分）
※申請が必要となる支給対象者(②)には、申請後、可能な限り早期に支給



➡ 保護者の子育てと就労の両立を支援

事業名 病児病後児保育事業
補正額 705万3千円

（予算）小事業名 病児病後児保育事業

担当課 子育て支援課

【事業内容】

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.10）

対象児童 生後8か月から小学校6年生までの病児・病後児
預かり時間 午前9時から午後5時まで（午後6時まで延長可）
預かり場所 みよし市民病院院内保育所併設施設
預かり体制 保育士1人、看護師1人（定員3人）
利用料金 2,000円／日、延長500円／30分

・病児・病後児を対象に、みよし市民病院に付設されている施設
で、保育士及び看護師が一時的に保育する場を開所することに
より、就労しながら子育てする保護者の負担を軽減

毎朝、市民病院小児科
の診察後に預かり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○概要
　・病気やけがの回復期にある児童等を市民病院に併設の専用施設で
　　預かる。
　　　→ 保護者の子育てと就労の両立を支援
　・保育士（1人）と看護師（1人）が対応

○事業内容
【対象児童】生後８か月から小学校６年生まで
【預かり時間】9:00～17:00（18:00まで延長可）
【定員】３人
【利用料金】2,000円／1日、延長500円／30分

○予算
　市民病院への負担金　705万3千円（10月～3月分（６か月分））



➡ 防犯カメラによる犯罪抑止区域の拡大

事業名 家庭用防犯カメラ設置費補助事業
補正額 500万円

（予算）小事業名 防犯推進事業

担当課 防災安全課

【参考】家庭用防犯カメラ設置費補助金

みよし市
MIYOSHI CITY

➡ 市民個人での防犯意識の向上
・個人が自宅に防犯カメラを設置することにより、地域や家族を

自ら守る意識を高める

（P.８）

・従来の行政区設置の防犯カメラに加え、個人宅に設置しながら
地域防犯に資することのできる家庭用防犯カメラを設置するこ
とにより、防犯カメラ設置エリアを拡大する。

補助率 5分の4
限度額 10万円
条 件 ・屋外設置であること

・自ら居住する住宅に設置すること
・可能な範囲で公共空間を設営範囲に含むこと

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○家庭用防犯カメラへの補助金
【内容】各個人の家庭に設置する防犯カメラの設置費用の補助
　　　　　（一部、道路が写っていることが条件）
【補助金】上限10万円（補助率　設置費の5分の4）

○効果、ねらい
　・防犯カメラ設置範囲の拡大
　・地域の防犯力の向上

○その他
　・家庭用防犯カメラ設置への補助を新設
　・行政区が設置する防犯カメラへの補助は引き続き、実施



➡ コロナに負けない！元気なみよしを発信

事業名 カリヨンハウスイルミネーション事業
補正額 423万1千円

（予算）小事業名 計画行政推進事務

担当課 企画政策課

・コロナ禍からの回復を願うメッセージと市の特色を生かした
デザインのイルミネーションで、市民を元気づけ、コロナに
負けない本市の姿勢を発信

みよし市
MIYOSHI CITY

➡ 燃料電池自動車の活用により
脱炭素・防災給電をＰＲ

・イルミネーションの電力をすべて燃料電池自動車から供給し、
脱炭素の取組と、災害時の備えとしての防災給電をＰＲ

（P.３）

【実施内容】実施時期 12月15日（木）～ 12月25日（日）
点灯時間 午後5時 ～ 午前0時30分
実施場所 カリヨンハウス

（全目標）～

（装飾イメージ）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○実施内容
【内容】カリヨンハウスをイルミネーションで装飾
　　　　　・コロナ禍からの回復を目指すメッセージ
　　　　　・みよしの特色を生かしたデザイン
【期間】12月15日（木）～12月25日（日）
　　　　（12月15日（木）に点灯式を実施予定）
【時間】17:00～0:30
　　　　（三好ヶ丘駅終電の時間に合わせて消灯時間を設定）

○ねらい
　・コロナに負けない、元気なみよし市を発信
　　　→ラッピングで、メッセージを設置
　・電力はすべて燃料電池自動車（ミライ）から供給
　　　→脱炭素の取組、防災給電をＰＲ
　・シティプロモーション事業
　　　→交流人口の拡大



➡ 一時保育事業の利用料支払いに
キャッシュレス決済を導入

事業名 キャッシュレス決済導入事業
補正額 19万9千円

（予算）小事業名 保育園運営事業

担当課 子育て支援課

【参考】

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.11）

一時保育事業に係る利用料の支払い方法
現在 手書き納付書を使って現金納付

キャッシュレス端末を使ってその場で納付導入後

一時保育事業 … 保護者の就労や病気などにより継続的又は一時的に家庭での保育ができない
児童を一定期間、緊急・一時的にお預かりする事業

実 施 場 所 … 打越保育園、わかば保育園
利 用 料 … 3歳未満児 2,100円、3歳以上児 800円

延長料金 100円／時間

利用者（市民）の利便性向上

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○キャッシュレス決済導入
　・一時保育事業（打越保育園、わかば保育園で実施している）に
　　キャッシュレス決済端末を導入
　　➡利用者（市民）の利便性向上

○購入物品
　・キャッシュレス端末　２台

○一時保育事業の対象
　・保護者の就労、職業訓練、就学により断続的に保育が必要な場合
　・保護者の疾病、出産、親族の急な看護等により一時的に保育が必要な
　　場合
　・未就園児の保護者の育児に伴う精神的、肉体的負担を解消するために
　　保育が必要な場合

○導入前の状況
　・手書きの納付書で、市役所窓口や指定金融機関で現金を納付していた



➡ 市民一人一人の平和意識の醸成

事業名 みよし市非核平和都市宣言事業
補正額 138万円

（予算）小事業名 平和推進事業

担当課 総務課

・市民とともに平和について考え、核兵器の廃絶と恒久平和の
実現を目指す

【実施事業案】
・被爆体験伝承講話会 ＜カネヨシプレイス＞ 10月30日（日）
・平和と戦争に関する特別展示 ＜サンライブ＞ 10月 4日（火）～11月 6日（日）
・戦没者追悼式でパネル展示 ＜カネヨシプレイス＞ 11月 9日（水）
・児童館等に図書を配布
・市役所へ懸垂幕の掲出 等 みよし市

MIYOSHI CITY

➡ 核兵器や戦争の悲惨さを後世に伝承
・被爆体験伝承講話会、パネル展示、平和図書の配布等により、

「核兵器」や「戦争」の悲惨さや残酷さを後世に伝承

（P.１）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○内容
　・みよし市非核平和都市宣言（９月議会に提案）に伴う特別展示の実施
　　　→　核兵器廃絶と平和への強い決意を市内外へ発信
　　　　　 核兵器や戦争の悲惨さや残酷さを後世に伝承
　　　　　 市民一人一人の平和意識の醸成

○実施事業
　・被爆体験伝承講話会（カネヨシプレイス）10月30日（日）
　・平和と戦争に関する特別展示（サンライブ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　10月4日（火）～11月６日（日）
　・戦没者追悼式でパネル展示（カネヨシプレイス）11月９日（水）
　・児童館等へ、平和に関する図書を配布
　・市役所敷地内の看板、プレートの書き換え、懸垂幕の掲出



➡ パソコン・電子ホワイトボードを導入

事業名 ペーパーレス会議推進事業
補正額 2,105万円

（予算）小事業名 電算システム管理運用事業

担当課 広報情報課

・2in1パソコン（タブレットとしても使えるノートブックパソコ
ン）を導入し、個人パソコンを活用した会議を実施

【参考】みよし市デジタル化推進構想（令和3年8月策定）の目標

みよし市
MIYOSHI CITY

行政内部のデジタル化 ➡ 令和7年度までに実施

➡ 電子ホワイトボードでデータの情報共有
・分散した会議室の状況を電子ホワイトボードに投影し、リアル

タイムに議論の流れや結論、アイデアを情報共有

（P.６）

【効果】・紙代や印刷代などのコスト削減
・資料の印刷や配布に要する時間削減
・遠隔地にいる人へ資料配布が可能 ×

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○導入内容
　・管理職用パソコン、モニター（各60台）
　・電子ホワイトボード（1台）

○効果、ねらい
　・ペーパーレス会議の推進
　　（各自に配布したノートパソコンを会議に持ち込む）
　　　→紙代や印刷代などのコスト削減、印刷に要する時間削減
　　　　　➡業務効率化
　・電子ホワイトボードにより情報共有することで、会議室を分散使用
　　（異なる会議室にいる人が、電子ホワイトボードに議論状況等を
　　　書き込み、リアルタイムに情報共有）
　　　→コロナ感染対策



➡ 先進的な営農技術の導入を支援

事業名 国産小麦産地生産性向上費補助事業
補正額 179万円

（予算）小事業名 地場産業振興事業

担当課 産業課

【内容】補助内訳

みよし市
MIYOSHI CITY

➡ 国産麦の安定的な供給体制の構築
・国産麦の生産拡大に対する補助金を交付

（10,000円／10a）※作付け面積増加分に対する補助

（P.17）

・ドローンを利用した広域的な農薬散布に対する補助金を交付
（5,000円／10a）

① 先進的な営農技術の導入（取組主体：ファームズ三好）

② 生産拡大の推進（取組主体：ファームズ三好、町内会）
5,000円/10a × 980a ＝ 490,000円

10,000円 /10a × 1,300a ＝ 1,300,000円

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○補助金対象事業
①水田における小麦等の先進的な営農技術の導入
　ドローンを利用した広域的な農薬散布（10アール当たり5,000円）
　【予算】5,000円／10a × 980a ＝ 49万円

②水田における小麦等の生産拡大の推進
　営農技術導入、機械・施設の導入と併せて、国産麦の生産の拡大
　（作付け面積増加分に対して、10アール当たり10,000円）
　【予算】10,000円／10a × 1,300a ＝ 130万円

○財源
　県支出金（国産小麦産地生産性向上事業補助金）【補助率10分の10】



➡ 建物の耐震化・減災化の促進

事業名 住宅・建築物安全ストック形成費補助事業
補正額 410万円

（予算）小事業名 住宅・建築物安全ストック形成事業

担当課 都市計画課

【参考】過去の補助実績

みよし市
MIYOSHI CITY

（P.24）

・住宅・建築物の安全性の確保事業に対する補助金を交付
【補正事業】・住宅耐震改修費補助事業

・建築物撤去費補助事業

年度 R4* R3 R2 R1 H30 H29 H28
件数 5件 9件 10件 7件 5件 11件 13件

●住宅耐震改修費補助金

年度 R4* R3 R2 R1 H30 H29 H28
件数 5件 5件 8件 3件 3件 1件 0件

●建築物撤去費補助金

※令和4年度は
6月末時点の件数

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○補助対象建物
　・昭和56年5月以前の旧耐震基準で建築された建築物

○補助対象内容（補正予算分）
　・耐震改修費
　・建築物撤去費

○補助金要綱
　・みよし市住宅・建築物安全ストック形成事業費補助金

【参考（その他（耐震改修費・建築物撤去費以外）の補助事業区分）】
・非木造住宅耐震診断費
・木造住宅耐震シェルター整備費
・コンクリートブロック塀等撤去費及びフェンス等設置費
・アスベスト含有調査等に関する費用
・石綿改修事業費



みよし市
MIYOSHI CITY

令和４(2022)年９月
記者会見
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